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　（１）施設概要
	保育所用地面積
	：
	☐公簿・☐実測
	㎡

	建築面積
	：
	㎡

	延べ床面積
	：
	㎡

	構造・規模
	：
	　造　　　　　　階建



　（２）室種別面積表　　
	乳児室・ほふく室、保育室
	面積
	定員
	最大受入人数

	
	乳児室・ほふく室（０歳児）
	㎡
	人
	人

	
	乳児室・ほふく室（１歳児）
	㎡
	人
	人

	
	保育室（２歳児）
	㎡
	人
	人

	
	保育室（３歳児）
	㎡
	人
	人

	
	保育室（４歳児）
	㎡
	人
	人

	
	保育室（５歳児）
	㎡
	人
	人

	
	計
	㎡
	人
	人


　　※縦割り保育を実施するため、歳児ごとに室が分かれていない場合は、わかるように記載すること。
	
	面積・台数

	遊戯室
	㎡

	調理室
	㎡

	便所
	㎡

	駐車場台数
	台



　（３）屋外遊戯場　
	
	面積

	地上園庭
	㎡

	屋上園庭
	㎡

	計
	㎡


　　※代替園庭を使用する場合は、下記も記載　　　　　
	公園名
	面積
	保育園からの距離

	○○公園
	㎡
	m


　　※公園面積等は「福岡市緑のまちづくり協会」のホームページ等で検索できます。



17　施設概要調書
（４）設備基準【保育室等の最上設置階を２階に計画する場合】
	
	（準）耐火
建築物
	☐耐火建築物　

	
	☐準耐火建築物（イ）

	階段【常用】
	☐屋内階段

	
	☐屋外階段

	階段
【避難用】
	☐屋内階段
☐屋内避難階段（建築基準法施行令第123条第1項）＊１

☐特別避難階段（建築基準法施行令第123条第3項）

	
	☐待避上有効なバルコニー＊２

	
	☐屋外傾斜路に準ずる設備
☐屋外傾斜路＊３

☐非常用すべり台（準ずる設備）＊３

	
	☐屋外階段


＊１・・・屋内避難階段の場合は、「福岡市児童福祉施設の設備及び運営の基準を定める条例　第44条（７）イ　表のただし書き」を参照すること。
＊２・・・保育所における屋外階段設置要件に関する検討会（第１回）参考資料２「待避上有効なバルコニーの構造の例」を参照すること。
＊３・・・保育所における屋外階段設置要件に関する検討会（第１回）参考資料２「屋外傾斜路等の構造の例」を参照すること。
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（４）設備基準【保育室等の最上設置階を３階に計画する場合】
	
	階段
【常用】
	☐屋内階段

	
	
	☐屋内避難階段（建築基準法施行令第123条第1項）

	
	
	☐特別避難階段（建築基準法施行令第123条第3項）

	
	☐屋外階段

	階段
【避難用】
	☐屋内階段
☐屋内避難階段（建築基準法施行令第123条第1項）＊１

☐特別避難階段（建築基準法施行令第123条第3項）

	
	☐屋外傾斜路に準ずる設備
☐屋外傾斜路＊２

☐非常用すべり台（準ずる設備）＊２

	
	☐屋外階段

	避難距離
	☐保育室等から一つの階段までの歩行距離が30ｍ以下とすること。
※距離は直線距離でなく、歩行距離で算定すること。
※始点は階段等から保育室等で最も遠い部分とすること。
※避難階以外の階の平面図には、避難経路・距離を記載すること。
※２方向避難の趣旨を踏まえ、重複区間の長さに配慮すること。

	調理室の
区画
	☐調理室とその他と防火区画を行う計画
※換気、冷暖房の風道が、区画する壁、床を貫通する場合は、防火上有効なダンパーを設置すること。

	
	☐調理室とその他との防火区画を行わない計画
【防火区画免除の要件】

	
	
	☐スプリンクラー設備等の自動式の設置

	
	
	☐調理用器具に応じた自動消火装置の設置、かつ、調理室外部へ延焼を防止する措置


＊１・・・屋内避難階段の場合は、「福岡市児童福祉施設の設備及び運営の基準を定める条例　第44条（７）イ　表のただし書き」を参照すること。
＊２・・・保育所における屋外階段設置要件に関する検討会（第１回）参考資料２「屋外傾斜路等の構造の例」を参照すること。
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（４）設備基準【保育室等の最上設置階を４階以上に計画する場合】
	
	階段
【常用】
	☐屋内階段

	
	
	☐屋内避難階段（建築基準法施行令第123条第1項）

	
	
	☐特別避難階段（建築基準法施行令第123条第3項）

	
	☐屋外避難階段（建築基準法施行令第123条第2項）

	階段
【避難用】
	☐屋内階段
☐屋内避難階段（建築基準法施行令第123条第1項）＊１

☐特別避難階段（建築基準法施行令第123条第3項）

	
	☐屋外傾斜路＊２

	
	☐屋外避難階段（建築基準法施行令第123条第2項）

	避難距離
	☐保育室等から一つの階段までの歩行距離が30ｍ以下とすること。
※距離は直線距離でなく、歩行距離で算定すること。
※始点は階段等から保育室等で最も遠い部分とすること。
※避難階以外の階の平面図には、避難経路を記載・距離すること。
※２方向避難の趣旨を踏まえ、重複区間の長さに配慮すること。

	調理室の
区画
	☐調理室とその他との防火区画を行う計画
※換気、冷暖房の風道が、区画する壁、床を貫通する場合は、防火上有効なダンパーを設置すること。

	
	☐調理室とその他との防火区画を行わない計画
【防火区画免除の要件】

	
	
	☐スプリンクラー設備等の自動式の設置

	
	
	☐調理用器具に応じた自動消火装置の設置、かつ、調理室外部へ延焼を防止する措置。


＊１・・・屋内避難階段の場合は、「福岡市児童福祉施設の設備及び運営の基準を定める条例　第44条（７）イ　表のただし書き」を参照すること。
＊２・・・保育所における屋外階段設置要件に関する検討会（第１回）参考資料２「屋外傾斜路等の構造の例」を参照すること。



